
令和４年度も１ヶ月が過ぎました。
全校生徒の皆さん、素晴らしいスタートができました。ここまでの皆さんの活動を見

ていると、「自分の目標に向かってしっかり頑張ろう」とする姿が伝わり、頼もしさを
感じます。大変すばらしいことです。その気持ちをこれからも大切にしてください。校
長として、学校としてその気持ちを後押しします。
まだまだ新型コロナウイルス感染症拡大が予断を許さない状況です。東松山市内をみ

ても、連日数十人の感染者が出ています。感染予防をしっかりしながらも充実した学校
生活が送れるように、３３８名全員で協力し、一人一人が「自分のできる最善」を尽く
しましょう。そして、大きな世界で飛躍できる力を沢山身に付けましょう。

保護者の皆様・地域の皆様方、まだまだ新型コロナウイルス感染症の罹患が心配され
る中ですが、家庭や地域の中で生徒たちを「美点凝視」の心で見守っていただければと
思います。今年度も「がんばってるね」という声がけをお願いします。
学校も生徒たちのために、学校としてできる感染防止策を講じながら、「学びを止め

ない」ために、全力を尽くします。ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

校 長 大 野 喜 裕
北中学校のマスコット・キャラクター
カタクリン（左）アカーシャ（右）

４月８日（金）入学式・始業式を無事挙行出来ました。午前中の入学式では感染防止対策のため、
今年度も、保護者の皆様１名と限定しての挙行となりましたが、厳粛な雰囲気の中で１２１名の新入
生を迎えることができました。午後は、２年生３年生の始業式でした。始業式も凛とした空気のなか、
「新たな目標に向かって頑張るぞ」という気持ちが伝わる素晴らしい式でした。

４月１２日（火）の５・６校時を使って、新入生歓迎会・部活動説明会
を行いました。有志生徒による校歌の披露に始まり、委員会の内容説明・
北中クイズ・部活動紹介等、盛りだくさんでしたが、安部生徒会長をはじ
め、本部役員・委員長・部長・２年生・３年生の新入生への歓迎の気持ち
が伝わる素晴らしい時間となりました。

北中学校だより 目指す学校像『大きな世界で飛躍できる力をつける学校」
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１学年職員 ２学年職員 ３学年職員 特別支援学級担当職員

★令和４年度県北ソフトテニス大会 女子の部
第３位 町田彩紗・平田心美 組 ４月１６日

★令和４年度県北ソフトテニス大会 男子の部
第３位 両角優汰・古海眞之介 組 ４月２３日

★第５２回日本少年野球春季全国大会
祝 優勝 ２年 森田 惺（武蔵狭山ボーイズ）

５月 ～ＧＷ １７日 (火) 全校朝会 尿検２次
３日 (火) 憲法記念日 １８日 (水) 結団式⑥
４日 (水) みどりの日 １９日 (木) 比企地区通信陸上大会
５日 (木) こどもの日 ２０日 (金) 体育祭week 朝清掃 尿検2次
６日 (金) 部活動なし SC（スクールカウンセラー）来校 ＳＣ来校

市教育研究会総会 部活動なし ２１日 (土) ＷＡＫＡＭＯＥフェスティバル 吹奏楽部午前
９日 (月) 校内研修 体育祭選手決め ２３日 (月) 朝清掃 ４５分授業

部活動なし ２４日 (火) 朝清掃 ４５分授業
１０日 (火) 前期教育実習事前打ち合わせ ２５日 (水) 朝清掃 体育祭予行 ４５分授業

部活動保護者会週間５月末日まで ノーゲームデイ
１１日 (水) 県学力学習状況調査 ２６日 (木) 体育祭前日準備

ノーゲームデー ２７日 (金) 第４０回体育祭 給食なし
１2日 (木) 耳鼻科検診 ９:００～ ２８日 (土)

生徒総会 ⑤⑥ ２９日 (日)
１３日 (金) ＰＴＡ総会（書面総会）部活動なし ３０日 (月) 朝清掃 開校４０周年記念集合写真⑤
１６日 (月) 中間テスト 前期教育実習開始 ３１日 (火) 開校４０周年記念航空写真撮影

※コロナ禍、感染防止対策のため行事等の変更の可能性もあります。

生徒の皆さん・保護者の皆様へ
北中の正門前は制限時速30km/hですが、それを越えて走り抜ける車が多く見られます。交通量

も非常に多いです。全校生徒の皆さん、徒歩の生徒は歩道を、自転車の生徒は左側を一列で、周囲
の安全を自分の目でしっかり確認し、安全に登下校してください。「もしかして、止まる・見る・待
つ・確かめる」を常に心に留めて登下校してください。ご家庭でも、ご指導ください。

後列 吉岡 四方田 野本
前列 伊藤 遠藤 古川

後列 河野 佐田 國本
前列 山本 三村

後列 守重 杉内 谷口
前列 大澤 森田 加賀和

後列 大橋 飯塚 天野 八木橋

前列 山田 江森 岩品

３年生有志の校歌紹介 各委員会の内容説明

両角・古海組町田・平田組

北中クイズ 卓球部のパフォーマンス

優勝した森田惺選手



４月２６日（火）の１～３時間目を使って、全校
一斉に人権教育集中学習を行いました。最初に校長
が全校生徒に話をし、その後 DVD（イマジネーショ
ン「想う・つながる・一歩ふみだす」）を視聴し、
担任からの話、人権について自分の考えをまとめま
した。
校長の話を紹介します。

全校生徒の皆さん
お互いの特性をしっかり認め合って、有意義な学校生活を送ってください。

人権課題について担任のまとめＤＶＤを視聴する生徒

全校生徒の皆さん、おはようございます。

今日の３時間は全校一斉に「人権について集中して考えよう」という目的で設定しています。
今年度から、新学年がスタートしてすぐの4月に、人権について各自がしっかり考え学んで、そのことをしっかり頭において、
1年間を生活してほしいという思いで設定しました。一人一人深く考え、これからの生活に活かしてください。
今までも、毎回質問をしていますが、

「人権とは、」と聞かれたら何と答えますか？ 「人権とは、人々が生存と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
と定義されています。（人権擁護推進審議会答申（平成11年））。また、別のところでは、「人間の尊厳に基づいて各人が持って
いる固有の権利であり、社会を構成する全ての人々が個人としての生存と自由を確保し社会において幸福な生活を営むために欠

かすことのできない権利」と定義されています。
地球に住む全住民が、保障されなくてはならない権利なのです。しかし、その権利はなかなか保障されないことがあるようで

す。今、全世界的に報道されているウクライナとロシアの関係の中にも「幸福な生活を営む権利」が侵害されているようです。
しかし、遠い世界の話ではなく、日本のここ東松山市の生活の中でも権利が侵害されていることが沢山あるようです。だからこ
そ、改めて皆で考える時間を定期的に設定しています。
今日は、教科の学習も大切なのですが、「人権」についてしっかり考えてください。人権が侵害されているといわれるものを

具体的にあげると、１７項目（法務省ＨＰより） あります。17項目については、担任の先生からＤＶＤを見た後で聞いてくだ
さい。いろいろな人権課題があります。それらが全て解決し、よりよい世界となるように、一人一人が真剣に考えてほしいと思
います。
人権について学級で考える前に、「ウサギとカメ」の話をします。よく聴いてください。

皆さんが知っている結末は、競争に勝てると思って油断したウサギさんが、昼寝をしている間に、カメさんが先にゴールし、ウ
サギさんが悔しがるという話です。しかし、その話に、こんな続きがあるとしたら皆さんはどう受け止めますか。
初めは、 「もしもしカメよカメさんよ、世界のうちでお前ほど歩みのノロイものはない、どうしてそんなにのろいのか。」

とカメさんを散々馬鹿にしていじめていました。しかし、その馬鹿にしていたカメさんが、一歩一歩着実に歩みを進め先にゴー
ルしたことで、ウサギさんはカメさんを馬鹿にしていた自分が、恥ずかしくなり反省しました。そして、カメさんに謝り、仲良
しになりました。
そんな2匹の前に、リス2匹が現れました。2匹のリスは、ウサギさんとカメさんに、言いました。

「ウサギさん、ウサギさん、カメさんなんかと仲良くしても何にも良いことないよ」仲良しになるのを「やめな！やめな！」と
横やりを入れたり、嫌なことを言ってきました。
ウサギさんは、「そんなことないよ、カメさんには、沢山の良いところがあるんだよ」と言い返しました。リス2匹は、馬鹿にし

たように大笑いをしました。そして、「そんなに言うなら、もっと高いところまで、私たちと競争しようよ」と言い出しました。
ウサギさんとカメさんは、一瞬顔を見合わせましたが、「いいよ！やろうよ！」と元気よく返しました。そして、
ウサギさんとカメさんは、もっと高いゴールを一緒に目指すことに決めました。
「よーい、どん」2匹のリスは、お互いに競うように走っていきました。ウサギさんとカメさんは、お互いを気遣いながら、黙
々と走っていきます。
最初と比べ、道のりはどんどん困難になります。 途中、険しい山道に差し掛かります。すると、ウサギさんがカメさんを背中

に乗せて、跳びながら走りました。2匹のリスは、険しい山に苦しそうです。
しばらくすると、大きな川が流れていました。今度は、カメさんがウサギさんを乗せて、川を泳いで渡りました。2匹のリス

は、川の流れにもまれて遠くの方まで流されています。こうして、2匹は無事にゴールにたどり着いたのです。高い目標をクリ
アーできたのです。力を合わせたウサギさんとカメさんは、馬鹿にしていた2匹のリスに一泡吹かせることができました。とい
うお話です。
遠くの方まで流された2匹のリスは、やっとの思いでゴールにたどり着きました。そして、カメさんの事を馬鹿にしたことを反
省し、「ごめんなさい」「もう馬鹿にしません」「仲良くしてください」と

謝罪をしたということでした。
ウサギさんとカメさんは、姿・形はもちろん、それぞれ得意なことも違います。しかし、2匹がお互いの違いを理解し、

それぞれの特性を認め、得意なところを活かしたから、険しい道のりにも挫けずに高いゴールにたどり着くことができたのです
ね。
ここで「人権」について考えを戻すと、お互いの違いを認め、尊重しながら、ともに目標に向けて歩んでいくことで、素晴ら

しい成果を出すことができるのではないでしょうか。
「自分と違うから」「・・・・・。」そう言って、遠ざけたり、嫌なことを言ったり、仲間外れにしたりするのは、人権を考えて

ないということのようですね。
「みんなちがって当たり前」なのですね。
みなさんも、これからの学級・学年・学校生活の中でお互いの得意や良いところを沢山見つけながら、それぞれの特性を理解

し合えたら素晴らしい学校生活や人生が送れるのではないでしょうか。
私たちの周りには、本当に様々な人権に対する問題が起こっています。今日のこの機会に改めて人権に対する考えを深めてみ

てください。

今日の3時間が、全校生徒の将来に大きな影響を与えられる時間になることを期待して、校長の話を終わりにします。



本校在籍のＳ教諭は現在文部科学省の派遣で、中国
にて勤務をしています。校長の大野も以前スペインの
バルセロナに派遣されていました。

皆さんも将来、仕事や観光で海外に進出することがあることでしょう。あなたなら、
どんな国で何をしたいですか。仕事でも観光でも、長期でも短期でも構いません。校長
室まで教えに来てください。

５月２７日（金）に第４０回体育祭を挙行します。４月２０日（水）６校時にグラウンドに全校生
徒で集合し、体育祭団抽選会を行いました。３年生の体育委員さん（１２名）が中心となり、抽選に
より団を決定しました。今年度は、どの学年も３学級編制なので、３団（赤団・緑団・オレンジ団）
にうまく分かれることができました。

抽選の順番は、玉入れで決定しました。流石３年生です。籠に入れた玉の数でも、１・２年生をし
っかりリードしてくれました。
準備や練習時間は、１週間前から本格的にスタートしますが、今から当日が楽しみです。
今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止の対策のため、公開は３年生の保護者の皆様を限定し

て行わせていただきます。１・２年生の保護者の皆様には大変申し訳ありませんが、ご理解とご協力
をお願い申し上げます。各団と団長さんを紹介します。

赤 団 緑 団 オレンジ団

１年３組・２年１組・３年２組 １年１組・２年３組・３年３組 １年２組・２年２組・３年１組

三浦 大雅 団長 古海 眞之介 団長 山﨑 結斗 団長

各団長さんから団員の皆さんへ一言

Ｗ優勝を目指して赤団 緑団で一致団結して オレンジ団のみんなでＷ優勝
全員で協力していこう！！ Ｗ優勝するぞ！ おー！ に向けて頑張るぞ！！！
赤団のみんな、 緑団のみんな、 ダイダイ団でだいだい優勝！

俺についてこい！！ 俺についてこい！！ オレンジ団のみんな、
俺についてこい！！

１－３の玉入れの様子 １－１の玉入れの様子

３－２の玉入れの様子 ３－１の玉入れの様子

２－３の玉入れの様子２－１の玉入れの様子

三浦大雅団長 古海眞之介団長 山﨑結斗団長

３－３の玉入れの様子

２－２の玉入れの様子

１－２の玉入れの様子


